































モルソン・クアーズ・ブリューイング社 (Molson Coors Brewing Co.) は
２００５年２月，アドルフ・クアーズ社 (Adolph Coors Co.) とカナダのモルソ






































アドルフ・ハーマン・ジョセフ・クアーズ（Adolph Herman Joseph Coors.

















































































































































































































































































































































































ボトリング社 (Denver Bottling Company) を買収した後，翌１８７３年にジェ





ズ社 (Adolph Coors Company) と変更したが，これは，それ以後１００年以上
におよぶクアーズ家支配の始まりとなった。その前年の１８７９年，アドル
フはドイツ移民のルイサ・ウェーバー (Louisa Weber) と結婚し，ルイス
(Louise)，オーガスタ (Augusta)，ベルサ (Bertha) の女３人，さらにアドル
フ Jr. (Adolph Jr.)，グローバー (Grover)，ハーマン (Herman) の男３人，合
計６人の子供を得ていた（写真２）。
写真１ 初代アドルフ・クアーズ



























































■ アドルフ・クアーズ Jr. の経歴と禁酒法解除後の発展



























































ー山脈の湧き水によるビール」(“Brewed with Rocky Mountain Spring Water”)
や，ラベルに付いた「アメリカの美味しいライト・ビール」(“American’s









（Adolph Coors, III.１９１５－１９６０年），ウィリアム・K・クアーズ（William K.
Coors. 通称，ビル・クアーズ (Bill Coors) と呼ばれ，１９１６年に誕生），ジョセフ
・クアーズ Sr.（Joseph Coors, Sr. 通称，ジョエ・クアーズ (Joe Coors) と呼ばれ，
１９１７年に誕生）の３人の息子があった（写真５）。しかし，長男のアドルフ
Ⅲ世が，１９６０年に身代金目当ての誘拐犯ジョセフ・コルバート (Joseph



























クアーズは妻ジェラルダイン (Geraldine) との間に，ミッシー (Missy)，ウ


















の５人の子供があった。すなわち，ジョセフ・クアーズ Jr. (Joseph Coors,
Jr.)，ジェフ・クアーズ (Jeff Coors)，ピーター・クアーズ (Peter Coors)，グ
ロ－バー (Grover)，そしてジョン (John) である。長男のジョセフ・クアー
ズ Jr.（ジョエ Jr.）は，ノースカロライナ大学に進学し，１９６２年２月に同





リス・ニールセン (Lis Nielsen) と結婚した。彼は蒸留器や実験用ビーカー
とともに研究所に一人でいるときが最も幸せな学究タイプで，シャイな物
静かな男であった。３男で１９４６年９月に誕生したピーター・クアーズは，



















務計画担当取締役 (director of financial planning) に抜擢し，次いで１９７３年
には，２７歳の彼を取締役会メンバーに任命すると伴に市場調査担当取締
役 (director of market reseach) の任務も追加した。そして遂に１９７８年，同社
の役員構成が，会長ウィリアム・K・クアーズ（ビル・クアーズ），社長ジ
写真６ 第４０代大統領ロナルド・レーガンと握手するジョエ・クアーズ（写真右）



















































































































































































































































































































































（出所） V. J. Tremblay & C. H. Tremblay. The U. S. Brewing Industry, Data and Economic



























































































































































































































































（出所） William L. Garwood, “Coors and the Brewing Industry.” M. B. A. thesis, University of
Texas, 1987. p. 32.
図表５ ライト・ビールのブランド別シェア（１９８５年）
クアーズ・ライト（１４．９％）





































































（出所） John H.Barnett & William D. Wilsted,
Strategic Management : Concepts and
Cases, PWS-Kent Publishing Com-
pany, 1988.



















































































































































































また総利益率 (Gross Profit margin) は，穀物や容器の原材料費の価格上昇を
削減する努力の成果により約３２．３％を維持して成功していたが，営業利

























































































































































































































































































































































































ors Porcelain Company は，主にコンピューター会社やエネルギー会社に
工業用セラミックを供給する世界有数の会社であったが，同社は年１０億
ドルの歯の復元事業にも参入することを検討していた。Coors Food Prod-











































































































































(Adolph Coors Company) と新しいビール子会社クアーズ・ブリューイング


















ナダでは No. 1 のライト・ビールとなった。次いでクアーズ社は，顧客
のブランド多様化と低価格志向を考慮し，１９８９年に安売りの「キースト

































会社の１２１年の歴史を破った。彼が選んだ W. レオ・キーリー (W. Leo
Kiely) は，ハーバード大学卒業後にペンシルバニア大のウォートン・スク
ールで MBA を取得し，Wilson Sporting Goods 社や 7UP 社を経て，ペ









スペインの Zaragoza にある El Aquila brewery 社を買収し，スペイン市
場のために「クアーズ・ゴールド」，ヨーロッパ市場のために「クアーズ
・エクストラ・ゴールド」と「クアーズ・ライト」を製造・販売した。韓
国の Cheong-Won にある Jinro-Limited 社は１０年にわたる財務危機に陥
っていたが，同年の１９９４年に，クアーズ社が同社の株式の１／３を所有し
て Jinro-Coors brewery 社とした。クアーズ社はまた１９９５年に，メジャ
ーリーグの野球チーム Colorado Rockies の本拠地であるデンバーのクア






販売するためにオーストラリアの Foster’s Brewing Group Limited 社お

























































































































































































































































































































































































































































































































































































の１９８０年以降，クアーズ社は “product orientation” の「生産指向型企業」
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